
（様式１）

政策評価（令和５年度）

１　戦略のねらい

２　施策評価の結果

※施策評価の結果：A、B、C、D、Eの５段階で判定した結果

３　総合評価結果と評価理由

　※定量的評価：施策評価結果を点数化して平均点を算出し、Ａ相当、Ｂ相当、Ｃ相当、Ｄ相当、Ｅ相当の５段階に判定する。

　 　・施策評価結果の配点　A：４点、B：３点、C：２点、D：１点、E：０点

　 　・判定基準（平均点）　 　Ａ相当：４点、Ｂ相当：３点以上４点未満、Ｃ相当：２点以上３点未満、Ｄ相当：１点以上２点未満、Ｅ相当：１点未満

　※総合評価：定量的評価を基本とし、定性的評価を考慮する必要がある場合には、総合的な観点からA、B、C、D、Eの５段階に判定する。

４　主な課題と今後の対応方針

　※課題と今後の対応方針の各施策の詳細については、施策評価調書を参照

５　政策評価委員会の意見

政策評価調書

　戦略５　健康・医療・福祉戦略

　幹事部局名 健康福祉部 　評価者 企画振興部長 　評価確定日 令和５年７月31日

　県民の生活を支える保健・医療・福祉サービスの充実を図り、全ての人々が共に支え合い、健康で心豊かに暮らせる環
境づくりを推進します。

施策評価の結果

2022（Ｒ４） 2023（Ｒ５） 2024（Ｒ６） 2025（Ｒ７）

目指す姿１健康寿命日本一の実現 Ｅ

目指す姿２安心で質の高い医療の提供 Ｅ

目指す姿３高齢者と障害者の暮らしを支える体制の強化 Ｅ

目指す姿４誰もが安全・安心を実感できる地域共生社会の実現 Ｄ

総合評価 評価理由　　　　　

　秋田県健康づくり県民運動推進協議会の活動などを通じて、健
康づくりに取り組みやすい環境の整備が進んでいるが、健康に関
して無関心な県民や働き盛り世代における意識改革や行動変容に
までつながっていない。

　テレビＣＭやＳＮＳ等の様々な広報媒体を効果的に活用し、県民
に対して意識改革や行動変容を働きかける。また、「秋田県版健康
経営優良法人認定制度」の普及促進を通じて、働き盛り世代の健康
づくりを推進していく。

など　 など　

　人口減少と高齢化の進行による患者の減少、医療ニーズの変
化、医師の働き方改革の推進、医師等の不足・偏在により、今の
医療圏では必要な医療を確実に提供することが困難な状況となっ
ている。

　二次医療圏を見直し、より広域的な枠組みの中で医療機関の役割
分担や連携体制について協議していく。

など　 など　

　高齢化が進む中、今後、介護や福祉サービスの更なる需要の増
加が見込まれるが、労働環境の改善などにより働きやすい職場環
境をつくり、人材の定着を目指す認証評価制度に取り組む事業者
が伸び悩んでいることから、対策を進め、人材確保・定着を一層
促進する必要がある。

　認証評価制度の周知やＰＲ、取得の働きかけを積極的に行うこと
で認証取得事業者を増やし、介護や福祉の職場のイメージアップを
図りながら、若者や中高年、外国人を含む多様な人材の新規参入の
促進、各層に対応した研修の充実による資質の向上、介護ロボット
やＩＣＴの導入による労働環境の改善・業務の効率化等による定着
促進など、総合的な確保対策を推進する。

など　 など　

　心の病気が理解されにくい風土があり、気軽に相談できる環境
について、もっと周知するべきだが不足している。

　県内では、様々な相談窓口で各種の悩みについて相談を受けてい
るが、街頭キャンペーンやＳＮＳ等でその周知を進める。また、誰
にも知られず気軽に相談できるＳＮＳによる相談については、イン
ターネット上でも周知を進める。併せて、相談に踏み出すことがで
きない人を相談窓口につなぐ「ゲートキーパー」の養成を推進す
る。

など　 など　

施　　　策

Ｅ
　施策評価の結果を基にした定量的評価が「Ｅ相当（平均点0.25）」であることから、総合評価は
「Ｅ」とする。

目指
す姿

　課題（戦略の目標達成に向けた課題など） 今後の対応方針（重点的・優先的に取り組むべきこと）
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　自己評価の「Ｅ」をもって妥当とする。
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